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(こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

らの幼稚園
O 

1 

ぼく
こんど鈴田地区に新しく幼稚園ができました。

10月1日開園とあって父兄はもちろん入園児
は大へん喜んでいます。

総工費=約3.000.000円
面 積=164平方メ ートノレ
収容人員=40人

(8月末日現在〕前月比皇
人 口 55.U20 (十29)顎
(男 26・262(+ 2)害
女 28 . 7~8 (+27)帳

世帯数 12.66S (+ 2)に
出生 108 転入 408主
死亡 34 転出 453 -0 

できたぞ.ノ

市道の舗装できる
竹松駅から池田坂口へ通じる市道

竹松駅草摘線の舗装が終りました

延 長=185メートノレ 巾=4メートノレ

総工費二657.000円
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。
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
旬
間

タ

一

十
月
二
日
は
ス
ポ
ー
ツ
の
日
一

で
す
。
こ
の
日
は
、
国
民
全

一

体
が
ひ
ろ
く
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

一

い
て
理
解
し
関
心
を
持
っ
て

一

積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

一

意
欲
を
高
め
る
た
め
に
設
け

一

ら
れ
た
も
の
で
す
。
マ
昭
和

一

四
十
四
年
に
は
長
崎
県
で
国

一

民
体
育
大
会
が
行
な
わ
れ
、

一

大
村
市
内
に
も
ソ
フ
ト
ボ

l
一

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
射
撃

一

の
会
場
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

一

長
崎
国
体
を
盛
大
に
終
ら
せ

一

る
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
に
対

一

す
る
理
解
を
深
め
て
お
き
ま

一

し
よ
う
。
マ
市
の
教
育
委
員

一

会
で
は
、
十
月
二
日
を
中
心

一

と
し
て
前
後
十
日
間
を
H

市

一

民
ス
ポ
ー
ツ
の
旬
間
H

と
き

一

め
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
進
一

ん
で
家
庭
や
職
場
や
地
域
社

一

会
な
ど
で
生
活
の
実
情
に
あ

一

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
た
の
し
み

一

ま
し
ょ
う
。
町
内
、
公
民
館

一

な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
の
行
事
計

一

画
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ

一

ぃ
。
お
手
伝
い
た
し
ま
す
。

一



(2) 

側
に
は
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
か

け
て
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う

に
す
る
。
夜
お
や
す
み
の

と

き
は
外
を
明
る
く
内
を
暗
く

1
レ
宇
品

1ν
ト
E

で
フ
。

収
穫
期
や
行
楽
ジ
!
ズ
シ
を
に
も
二
に
も
注
意
と
心
が
ま
も
家
を
あ
け
る
と
き
は
、
と
マ
家
の
周
囲
に
は
侵
入
用
具
に

迎

え

る

と

「

待

っ

て

い

ま

し

え

が

大

切

で

す

。

く

に

外

ま
わ
り
に
注
意
が
必
使
わ
れ
や
す
い
H

は
こ
μ
な

た
」
と

ば

か

り

チ

ャ

ン

ス

を

守

ど

ろ

ぼ

う

は

郵

便

受

や

牛

乳

要

で

す

。

ど

を

放

置

し

な

い

よ

う

に

。

狙
う
悪
い
奴
が
横
行
し
ま
す
受
ゃ
、
軒
下
の
洗
濯
物
の
状

V
施
錠
の
不
完
全
な
と
こ
ろ
は
マ
不
審
な
者
に
あ
っ
た
ら
、
特

あ
き
巣
狙
い
、
か
っ
ぱ
ら
い
態
で
そ
の
家
が
留
守
で
あ
る
完
全
に
修
理
し
、
家

に

人

が

に

人

相

、
服
装
、
特
徴
、
言

押
し
売
り
た
ち
が
稼
ぎ
時
と
か
ど
う
か
を
見
わ
吋
ま
す
。
い
る
と
き
で
も
、
な
る
べ
く
葉
な
ど
に
よ
く
注
意
し
、
記

ば
か
り
み
な
さ
ん
の
う
ち
の
外
出
す
る
と
き
の
戸
締
り
は
内
か
ら
鍵
を
か
け
る
よ
う
に
憶
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

す
き
を
う
か
が
っ
て
い
る
わ
も
ち
ろ
ん
、
隣
近
所
に
帰
宅
す
る
こ
と
も
、
押
売
り
を
防
防
犯
に
は
隣
近
所
お
互
い
で

け
で
す
。
か
れ
ら
に
す
き
を
時
間
を
明
ら
か
に
し
て
、
よ

ぐ

こ

と

に

な

り

ま

す

。

注

意

し

あ

っ

て

い

く

習

慣

が

あ
た
え
な
い
た
め
に
は
、

一
く
頼
ん
で
お
く
こ
と
。
幾
月
マ
透
明
な
ガ
ラ
ス
戸
や
窓
の
内
一
番
大
切
で
す
。
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あ
き

あ
き
巣
が
ね
ら
う

り

H

は
い
ら
れ
て
か
ら
で
は
お
そ
い
の
で
す
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除
草
を
し
た
草
や
H

ご
み
H

は
道
に
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
草
な
ど
は
畑
の
す
み
で
焼
く
の
が

よ
く
、
来
年
は
え
て
く
る
雑
草
を
少
な
く
す
る
方
法

で
も
あ
り
ま
す
。
道
は
広
く
美
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

産
業
祭
行
事
決
る
(
H
M
叶
一
日
間
的
間
)
マ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

題
材
寸
産
業
祭
」
締
切
十
月

末
日

・
白
黒
四
つ
切

・
カ
ラ

ー
キ
ャ
ビ
ネ
・

発
表
十
一
月

上
旬

・
送
り
先
商
工
会
議
所

内
協
賛
会
事
務
局

恒
例
の
産
業
祭
も
第
四
回
目
マ
各
団
体
仮
装
カ
ー
ニ
バ
ル

を
迎
え
ま
す
。
大
村
市
の
年
十
七
日
午
後
一
時
よ
り

中
行
事
と
し
て
は
ぐ
く
む
た

【
経
路
予
定
】

正
午
竹
松
駅

め
に
市
民
皆
様
の
ご
協
力
を
前
出
発
↓
原
口
↓
松
並
↓
乾

お

願

い

し

ま

す

。

馬

場

↓

中

央

公

民

館

(

午

後

「
第
一

回
大
村
市
農
協
総
合
運

二
時
八
幡
町
↓
国
道
↓
市

動
会

(

産

業

祭

協

賛

)

役

所

前

(

午

後

三

時

)

↓

片

十

五

日

午

前

九

時

半

よ

り

町

↓
本
町
↓
駅
前
大
通
↓
中

玖

島

崎

補

助

グ

ラ

ン

ド

央

公

民

館

(

午

後

三

時

半

)

マ
新
民
謡
発
表
と
舞
踊
の
タ
ベ

マ
植
木
盆
栽
展

十

六

日

午

後

六

時

よ

り

十

三

日

よ

り

十

八

日

大

村

中

央

公

民

館

駅

前

教

育

委

員

会

跡

草
や
η

ご
み
ρ

を

道
に
出
さ
な
い
よ
う
に

昭和40年10月1日

J 
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ー

野
田
川
上
流
護
岸
で
き
る

!

一
十
七
年
の
水
害
で
、
こ
わ
れ
て
い
た
野
田
川
上
流
の
護

岸
が
、
り
つ
は
に
で
さ
ま
し
た
。

延
長
H

一
一
九
、
五
メ
ー
ト
ル
(
左
岸
七
四
メ
ー
ト
ル
、

右
岸
四
五
、
五
メ
ー
ト
ル
)

総
工
費
H
二、

七
六

一、

C
の
O
円



昭和40年10月1日昭和33年4月22日第三種郵便物認可り大村市政だよ

. ¥'! _.1 

-， e 

赤
王土空j

E根
金
運
動

明
る

い
幸
わ
せ
な
社
会
を
築
こ
う

H

赤
い
羽
根
H

で
お
な
じ
み

の
共
同
募
金
運
動
が
十
月
一

日
か
ら
全
国
的
に
展
開
さ
れ

ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

こ
の
尊
い
お
金
は
、
保
育
所

や
養
老
院
、
乳
児
院
、
母
子

寮
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
施

設
な
ど
に
配
分
さ
れ
、
い
た

い
け
な
生
命
を
は
ぐ
く
み
、

(3) 

金築明今んっすをやみ
にきる 年な て 。た 、よ
ごあいも の 生希すめり
協げ し赤願活望けぐの
力るあいいでとはまな
下 たわ羽でき よげ れい
さめせネ艮するろまなお
い になを。ここ しい と
。共 社通 ど とびて 人し
同会じうはをいびよ

ーーーーー・ 募をてかみもまとり

|場 所 |査 本 こか分検ぎ銃 銃=1くさ窒お会由 ぜ
竹松本町公民館|童会え需主雪 2努F I ZZ E L g 翠?
田下 郷 禿 宅 | け 許 まに入受お剣 .IJ= いで調でん翌 日
農協福重安所 |て可た入れけりな 剣=1。必査 し 、 査 日
側面詰| く証許れをる行ど 類= I ず員よ国の 山

jだ を可 てし 銃 .なの の 申がう勢日
大村警察 署 | さ持を持 、なわ検 検= 1 告主有望 で
三 浦駐在所 lいつ受参必どれ査 審 しお 宜 寸
鈴 田駐在所 ! 。てけ すず はまが :Ei.- てり各は f 

Ju・ 川 l 検た る覆十すーっ ! 

側・"r.¥ ~:::r= / J 刊 なな め横断は

s[<i ・ url ，-'~、， v，ノ'す 天国への近道

山 .........，...~ ~~~社決定かυb

6喜立

が称 、 えの~
'¥.JiJ ___ ..- C\~~‘: 

; 踏をわたるときは 世 証 一⑩グ刈 : 
歩道を左右をよくた ~- 夕日、II..J--' h勿!・量 一
しかめてからわたり によさミι1L.! I \河~(>-/ .・・ ¥ : 

っ 。 ~ぶbt@ド--'⑥hい、、 i ・・邑
A ・・・・ 1 

1 ・・・・‘ι 

ありがとうございました

寄付資金にノレプ

H松原小学校プーノレ建設松原ーの郷浜口クイさんは

('-費用の一部にして下さい "と9月13日市長室を訪れ、

180万円を寄付されました。

，¥!" 

10月 7日 9時"'-'13時
。 ρ14時'""16時
10月 8日 9時'""13時

が 14時'""16時
10月 9日 9時'""16時
10月 11 日 9時~13時

グ 14時~16時

時日
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し

お

た
だ
し
、
今
年
の
秋
に
幼
稚

-

園
や
保
育
所
な
ど
で
接
種
し

一

た
人
は
除
き
ま
す
。

一

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

1
時

一

泊
分
か
ら
午
後

3
時
叩
分
ま

一

で
。
必
ず
母
子
手
帳
を
ご
持

一

参
く
だ
さ
い
。

一

一一一一一一一一一一一一一二一一一

一一一
一一
一一
一一一一
一
一一
一
一
一

池
田
溜
池
の
魚
取
り
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
一

マ
日
時

十
月
十
七
日

一

午
前
十
一
時
よ
り

一

マ
入
場
料

打
カ
ブ
セ
三
百

円
、
大
タ
ブ
百
五
十
円
、
そ

の
他
五
十
円

入
場
券
は
当
日
現
場
で
発
売

し
ま
す
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
十
月

二
十
四
日
に
延
期
し
ま
す
。

ら
せ
コ

種
痘
と
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防
接
種

種
痘
と
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防
接
種
後
一
週
間
目
に
検
診
を

接
種
を

つ、ぎ
の
と
お
り

行

な

行

な

い

ま
す
。

い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人

マ
ジ
フ
テ
リ
ア
該
当
者

は
必
、
ず
接
種
し
て
下
さ

い

。

来

年

小
学
校
に
入
学
す
る
人

マ
種
痘
該
当
者

①
生
後
二
カ
月
か
ら
十
二
カ

月
の
人
で
、
ま
だ
一
回
も
種

痘
し
て
い
な
い
人
。

①
来
年
小
学
校
に

入
学
す
る

人
。
た
だ
し
、
今
年
の
秋
に

幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
で
接

種
し
た
人
は
除
き
ま
す
。

池
田
溜
池
の
魚
取
り
大
会
が

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま

す
の
で
、
多
数
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

種
痘
と
ジ
フ
テ
リ
ア
の
接
種
と
検
診
日
程

松福 1鈴諏 |三 市 |萱竹

原重田 訪 I?甫 l瀬秘

出出 |出 公 |診役|出出

I "~ "~ I場
張張 i張民 1療 i張張
所一所 !所 館 |所所 |所所 |所

出---;-1-'-0I種
!月 |月 i月 1
13 I 12 11 I 
日 | 日 | 日 |痘

! l - ; lジ種
10 ] 0 ' 10 iフ痘
i 月 | 月 ; 月 |テ働

リ訟

|20l 19 !18 |アと
日 | 日 | 日 |接

橿

実

施

市

立

病

院

東

大

.

村

小

学

校

JO 
月

] 0 
片

21 
日

14 
日

10 
月

10 
月

22 
日

15 
日

ナ一一一一一一一一一一一一一一一一

秋
の
殉
国
者
慰
霊
祭

三
城
の
忠
霊
塔
で

県
奉
賛
会
主
催
の
殉
国
者
秋

季
慰
霊
祭
が
十
月
十
三
日
午

前
十
時
三
十
分
よ
り
市
内
三

城
の
県
忠
霊
塔
で
行
な
わ
れ

ιJ 

乞k"市民α矧5長
j郵便物をはやく配達するために;

b表札を出してください。郵便物を名あて人に間違い

なく配達するためには各戸の表札が重要な目標になり

ます。みやすいとこ ろに、姓だけでなく 、町名、番地

家族全員の名前を書いた表札が理想的です。

b各戸に郵便受箱を。郵便受箱がないと不在のとき、

速達はもちろんJ普通郵便物も持ち帰りますので配達

がおそくなります。また、戸のすきまから差入れる と

よごれたり 、不明になることもありますので、郵便受

箱を取付けましよう。

b転居届を郵便局lこ。。住所を変更したときは配達郵便

局に転居届を出しましよう O 転居届がないと郵便物は

差出人に返送されてしまいます。また転居届がでてお

れば一カ年間は確実に新住所に転送されます。転居届

用紙は郵便局の窓口のほか、市役所や市の各出張所に

ありますのでご利用ください。

レ犬は必すつないでくたさい。配達員が放し吉弘、した

犬にかまれた例があまり多いので、放し飼いの犬がい

る家には配達できないこと もあります。

ま
す
。
遺
族
章
は
各
遺
族
世

話
人
の
方
に
配
付
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
保
険
年
金
課
に
も
準
備

し
て

い
ま
す
の
万
お
受
け
取

り
下
さ
い
。

一一一一一
一
一一一一一一一一一一

一一

無
料
法
律
相
談
所
開
設

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
 

生
活
心
配
ご
と
相
談
を
行
な
い
ま
す

法
の
日
週
間
が
十
月
一
日
か

ら
七
日
ま
で
行
な
わ
れ
ま
す

こ
の
週
間
の
行
事
と
し
て、

長
崎
地
方
裁
判
所
大
村
支
部

で
は
弁
護
士
会
と
大
村
調
停

協
会
の
協
力
で
家
事
お
よ
び

民
事
の
無
料
法
律
相
談
所
が

つ
ぎ
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま

す
。
マ

日

時

十

月
七
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

[
場
所

大
村
裁
判
所

本
年
は
、
十
月
一
日
か
ら
七
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

日
ま
で

の
一

週
間
が
県
民

週

し

た

の
で
ご
利
用

く

だ

さ

間
と
定
め
ら
れ
い
ろ
い
ろ
の
い
。

催
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

マ
日
時

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
こ
の
期
間
中
に
生
活
困
窮

マ
場
所

者
を
対
象
に
家
庭
生
活
相
談
イ
方

十
月
四
、
六
、
八
日

九
時
か
ら
三
時
ま
で

大
村
駅
通
り
山
口

セ

市
心
配
ご
と
相
談
所

、.. 


